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要 約 

はじめに 椎体骨折は最も頻度の高い骨粗鬆症性骨折で、日本では臨床現場で、既存椎体

骨折の有無が日常的に評価されている。この研究の目的は、形態学的脊椎骨折の有無と WHO

危険因子を含めて、向こう 4 年間の骨折リスクを予測する骨粗鬆症性骨折の危険因子を評価す

ることである。 

方法 広島住民から選ばれた成人健康調査の男女 2,613 人（平均年齢 65 歳）を、前向きに 4

年間追跡した。既存および新規脊椎骨折は腰椎 X 線の正面と側面像による半定量的方法で判

定した。非椎体脆弱性骨折（大腿骨近位部、上腕骨近位部、橈骨遠位端）の情報は 2 年に 1 回

の健診において、訓練された看護師と医師によって病歴聴取された。 

結果 WHO 危険因子に既存脊椎骨折を加えたモデル（標準偏差当たりのリスク傾斜: 

GR/SD = 2.73）は、WHO危険因子のみのモデル（GR/SD = 2.54）よりも将来の骨折をよく予知す

るようであった。単変量解析において、年齢、骨密度（BMD）、既存臨床骨折と脊椎骨折状態は

最もよくリスクを予測した。多発既存椎体骨折あるいは多発非椎体骨折は、有意に骨折リスクを

上昇させたが、それらのリスク傾斜に対する寄与は、あるなしの 2 変数として骨折をカテゴリー化

した場合と同じであった。この四つの危険因子を考慮したモデルは GR/SD = 2.67 となり、脊椎

骨折状態と WHO 危険因子を加えたモデルとほぼ同じ程度に将来の骨折を予測した。 

結論 年齢、BMD、既存臨床骨折と脊椎骨折は、WHO ツールに含まれる危険因子を考慮す

るよりも、より簡単でより正確に将来の骨折を予測した。 
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